
（別紙３）

～ R7年　5月　31日

（対象者数） 30 （回答者数）
27

～ R7年　5月　31日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

トランポリン施設を貸し切りで使用することで、

安全性を確保した上でトランポリン活動を行っている。

2

幅広い年齢層のお友達と一緒に活動し関りを持つことで

コミュニケーション能力や年下のお友達の世話や年上の

行動やスキルを学ぶことができる環境つくりを意識してい

る。

3

ホースセラピーの他にも小動物や自然とのふれあい、

ストレスの軽減や気分の向上、精神的な安定につながる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご家族さまみんなで参加できるイベントや交流会などを

立案していく

2

机やテーブルの配置を工夫し、パーテーションを活用して

宿題などに集中して取り組める環境を作る。

3

玄関やトイレには手すりを設置した。

柱など危険な場所にはクッションを貼るなど安全対策を行っ

た。

・トランポリン活動

体幹の強化やバランス感覚の向上、脳の活性化、リズム感を育

てる効果がある。

姿勢が良くなる体幹トレーニング効果があり、多動傾向のある

お子様が「体を動かしたい衝動」を発散することができる。リ

ズム感を育てる効果がある。

○事業所名 ココモヴォスクオーレ

○保護者評価実施期間
R6年　6月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R6年　6月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　6月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・自由活動

自分で選んだ遊びに没頭することで、達成感や充実感を得るこ

とができる。

お友達と喜びや楽しみを共有することで、コミュニケーション

能力が育まれる。

遊びの中でうまくできないことが起きた時に、自分の力で解決

しようと考える力が育まれる。

・牧場活動

ホースセラピーによりバランス感覚が養われ、

普段使わない筋肉をほぐし精神を安定させる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者様同士の関わり

保護者様同士が顔を合わせてお話などをする機会がない

・活動スペース

宿題などを行うスペースと遊ぶスペースの区切りがない為、集

中して宿題に取り組む事ができないことがある。

大きく体を動かす活動があまりできない。

・バリアフリー化になっていない

玄関や廊下、トイレなどが段差になっている。

柱や仕切りが多い。

事業所における自己評価総括表公表


